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鄭
燮
の
創
作
論
に
誘
発
さ
れ
て
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な
に
か
の
参
考
に
と
思
っ
て
、
購
入
し
て
あ
っ
た
『
警
語
名
句
詞
典
』（
長

征
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
六
八
四
頁
）
を
数
ペ
ー
ジ
繰
っ
て
み
た
ら
、
と
こ
ろ

ど
ろ
に
下
線
を
引
い
て
あ
る
。
以
前
に
利
用
し
た
に
違
い
な
い
が
、
と
ん
と
思

い
出
せ
な
い
。
と
も
か
く
、
面
白
く
な
っ
て
三
分
の
一
ほ
ど
読
み
、
翌
日
も
継

続
し
て
半
分
近
く
ま
で
読
み
進
め
た
。
鄭
燮
（
一
六
九
三
～
一
七
六
六
）
の
「
不

泥
古
法
、
不
執
己
見
、
惟
在
活
而
已
矣
。」
の
十
四
字
は
、
そ
の
際
目
に
留
ま

っ
て
ノ
ー
ト
に
転
記
し
た
字
句
の
一
つ
で
、
鄭
燮
六
十
二
歳
の
上
海
博
物
館
蔵

「
竹
石
図
」（
紙
本
2１7
・
4
×
１2０
・
6
㎝
）
に
、
得
意
の
六
分
半
書
で
入
れ
た
四

行
の
題
記
の
末
三
句
に
確
か
に
見
え
、
そ
の
別
集
の
補
遺
の
類
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。
題
記
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昔
東
坡
居
士
作
枯
木
竹
石
。
使
有
枯
木
石
而
無
竹
、
則
黯
然
無
色
矣
。
余

作
竹
作
石
、
固
無
取
于
枯
木
也
。
意
在
画
竹
、
則
竹
為
主
、
以
石
輔
之
。

今
石
反
大
于
竹
、
多
于
竹
、
又
出
於
格
外
也
。
不
泥
古
法
、
不
執
己
見
、

惟
在
活
而
已
矣
。
漸
老
年
兄
属
、
乾
隆
甲
戌
（
十
九
年
、
一
七
五
四
）
重

九
日
、
板
橋
鄭
燮
画
。（
昔 

東
坡
居
士 

枯
木
竹
石
を
作
る
。
使
し
枯
木

石
有
り
て
竹
無
く
ん
ば
、
則
ち
黯
然
と
し
て
色
無
か
ら
ん
。
余 

竹
を
作

り
石
を
作
る
も
、
固
よ
り
枯
木
に
取
る
無
き
な
り
。
意
は
竹
を
画
く
に
在

れ
ば
、
則
ち
竹
を
主
と
為
し
、
石
を
以
て
之
を
輔
く
。
今 

石
反
っ
て
竹

よ
り
も
大
き
く
、
竹
よ
り
も
多
し
。
又 

格
外
に
出
づ
る
な
り
。
古
法
に

泥
ま
ず
、
己
の
見
を
執
ら
ず
、
惟
だ
活
に
在
る
の
み
。
漸
老
年
兄
の
属
、

乾
隆
甲
戌
重
九
日
、
板
橋
鄭
燮
画
く
。）

依
頼
者
の
漸
老
は
特
定
で
き
な
い
。
該
画
は
題
記
に
説
く
と
お
り
、
乾
い
た
明

る
い
筆
致
で
皴
を
わ
ず
か
に
施
し
た
だ
け
の
奇
石
を
、
中
央
に
大
き
く
屹
立
さ

せ
、
そ
の
左
右
に
も
小
ぶ
り
の
二
石
を
配
し
て
あ
る
。
竹
は
篠
同
然
の
細
身
で
、

石
前
に
遠
慮
気
味
に
添
え
葉
も
疎
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
十
四
字
に
説
く
と
こ
ろ
は
特
段
真
新
し
く
は
な
い
が
、
伝
統
的
な
書

画
創
作
論
の
要
を
尽
く
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
古
法
の
修
得
は
普
遍
的
理
法
の

会
得
上
必
須
だ
が
、
古
法
の
麾
下
に
成
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
最
終
的
に
は
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古
法
か
ら
の
開
放
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
と
さ
ら
開
放
に
趨
っ
て
は
、

暴
慢
に
陥
っ
て
造
化
の
理
に
反
し
、
格
調
を
下
げ
る
。
こ
う
し
た
関
係
を
説
く

論
は
列
挙
し
き
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
力
点
や
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、
主
旨
は

一
類
で
あ
る
。
た
と
え
ば
私
が
本
学
で
担
当
す
る
科
目
「
書
論
講
読
」
の
私
製

テ
キ
ス
ト
内
に
収
め
た
中
か
ら
例
示
し
て
も
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・ 

凡
臨
古
人
、
始
在
能
取
、
継
在
能
舎
。（
凡
そ
古
人
を
臨
し
て
は
、
始
め
は

能
く
取
る
に
在
り
、
継
い
で
能
く
舎
つ
る
に
在
り
。）
清
・
王
澍
『
論
書
賸

語
』

・
字
熟
必
変
。
熟
而
不
変
、
庸
俗
生
厭
。
字
変
必
熟
。
変
不
由
熟
者
、
妖
妄
取

笑
。（
字
は
熟
せ
ば
必
ず
変
ず
。
熟
し
て
変
ぜ
ざ
る
は
、
庸
俗
に
し
て
厭
を

生
ず
。
字
の
変
は
熟
を
必
と
す
。
変
の
熟
に
由
ら
ざ
る
者
は
、
妖
妄
に
し
て

笑
を
取
る
。）
明
・
趙
宧
光
『
寒
山
帚
談
』

・
古
人
于
書
、
大
抵
晩
歳
帰
于
平
淡
。
而
含
渾
収
斂
、
多
若
不
経
意
不
用
力
者
、

無
復
少
年
習
気
矣
。（
古
人
の
書
に
于
け
る
は
、
大
抵
晩
歳
平
淡
に
帰
す
。

而
し
て
含
渾
収
斂
し
、
多
く
意
を
経
ず
力
を
用
い
ざ
る
者
の
若
く
に
し
て
、

復
た
少
年
の
習
気
無
し
。）
清
・
梁
巘
『
承
晋
斎
積
聞
録
』

こ
う
し
た
一
類
の
創
作
論
の
中
で
、
鄭
燮
の
十
四
字
は
実
に
簡
明
で
直
截
の
論

に
思
え
る
が
、「
活
」
の
一
字
は
、
書
論
画
論
と
も
に
多
く
は
用
い
ら
れ
な
い

の
で
、
物
の
本
を
借
り
て
ひ
と
と
お
り
眺
め
て
み
た
。

・
墨
著
縑
素
、
籠
統
一
片
、
是
為
死
墨
。
濃
淡
分
明
、
便
是
活
墨
。
死
墨
無
彩
、

活
墨
有
光
。
不
得
不
亟
為
辨
也
。（
墨 

縑
素
に
著
き
、
一
片
を
籠
統
す
る
は
、

是
れ
死
墨
と
為
す
。
濃
淡
分
明
な
る
は
、
便
ち
是
れ
活
墨
。
死
墨
に
は
彩
無

き
も
、
活
墨
に
は
光
有
り
。
亟
か
に
辨
を
為
さ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。）」

清
・
沈
宗
騫
『
芥
舟
学
画
編
』
巻
一
「
山
水
・
用
墨
」

・
行
行
要
有
活
法
、
字
字
須
求
生
動
。（
行
行
活
法
有
る
を
要
し
、
字
字
須
ら

く
生
動
を
求
む
べ
し
） 

宋
・
佚
名
『
翰
林
粋
言
』（『
佩
文
斎
書
画
譜
』
所
収
）

・
活
筆
、
斯
不
呆
不
滯
而
尖
者
円
者
皆
真
筆
矣
。
不
浮
不
飾
而
痩
者
肥
者
皆
真

物
矣
。（
活
筆
な
れ
ば
、
斯
ち
呆
な
ら
ず
滯
ら
ず
し
て
尖
な
る
者 

円
な
る
者

も
皆
真
筆
な
り
。
浮
か
ず
飾
ら
ず
し
て
痩
な
る
者 

肥
な
る
者
も
皆
真
物
な

り
）
清
・
翁
方
綱
『
復
初
斎
文
集
』
尖
円
肥
痩
説

・
能
用
筆
便
是
大
家
名
家
、
必
筆
筆
有
活
趣
。（
能
く
筆
を
用
う
れ
ば
便
ち
是

れ
大
家
名
家
、
必
ず
筆
筆
活
趣
有
り
。） 

清
・
佚
名
『
書
法
秘
訣
』

こ
の
ほ
か
詩
論
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
活
」
義
を
念
頭
に
お
け
ば

説
か
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
十
四
字
に
誘
わ
れ
て
、
早
速
、
ペ
ン
で
粗
々
草
稿
を
書
き
、
全
紙
三
行

で
い
こ
う
と
即
断
し
た
。
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
適
う
の
で
、
本
年
度
の

卒
業
修
了
展
の
賛
助
出
品
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

　

例
年
同
様
、
書
作
に
専
念
す
る
日
程
を
予
定
し
て
あ
っ
た
が
、
今
夏
身
に
異

変
が
生
じ
て
予
定
が
狂
っ
た
。
突
然
激
し
い
頭
痛
に
襲
わ
れ
、
悶
絶
し
て
睡
眠

も
食
事
も
か
な
わ
ず
、
入
院
を
覚
悟
し
た
か
ら
で
あ
る
。
精
密
検
査
の
結
果
、
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疑
わ
れ
た
疾
病
の
所
見
は
な
い
と
い
う
の
で
、
自
宅
で
服
薬
し
な
が
ら
様
子
を

み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幸
い
激
痛
は
徐
々
に
軽
く
な
り
炎
症
も
収
ま
っ
て
い
っ

た
が
、
薬
の
副
作
用
で
不
眠
に
悩
ま
さ
れ
た
。
不
眠
は
発
病
前
と
合
わ
せ
て
十

日
を
越
え
、
体
は
著
し
く
や
つ
れ
上
腕
も
驚
く
ほ
ど
細
く
な
っ
た
。
歩
行
も
ふ

ら
つ
き
眼
も
霞
ん
だ
。
こ
れ
で
は
書
作
は
無
理
だ
と
諦
め
た
が
、
一
週
間
後
気

力
が
戻
り
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
五
日
ほ
ど
の
静
養
で
筆
を
執
り
た
い
と
思
う
ま

で
に
な
っ
た
。
た
だ
当
初
計
画
の
全
紙
は
書
く
筋
力
が
な
く
、
卒
業
修
了
展
用

に
は
全
紙
半
分
に
四
行
で
書
く
こ
と
に
し
た
。
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
三
枚
書
い

た
と
こ
ろ
で
疲
労
と
め
ま
い
を
覚
え
、
翌
日
筆
を
取
り
換
え
て
二
枚
書
き
、
そ

の
二
枚
目
で
仕
上
げ
た
。

　

そ
の
日
は
体
力
に
多
少
余
裕
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
、
十
四
字
の
感
興
に
も
後

押
し
さ
れ
て
、
三
行
の
布
置
で
も
書
い
て
み
た
く
な
っ
た
。
全
紙
を
半
切
二
分

の
一
に
縮
め
て
躊
躇
わ
ず
三
枚
書
き
、
さ
ら
に
筆
を
換
え
て
二
枚
書
い
た
。
こ

ち
ら
も
最
後
の
一
枚
を
残
し
た
が
、
消
耗
し
た
気
力
体
力
を
振
り
絞
っ
た
た
め

か
、
室
内
に
十
日
ほ
ど
吊
る
し
て
眺
め
て
い
る
と
、
し
だ
い
に
清
朗
の
無
さ
が

目
に
障
る
よ
う
に
な
り
、
耐
え
ら
な
く
な
っ
て
書
き
直
し
た
。

　

書
き
直
し
に
用
い
た
筆
は
、
四
十
代
の
こ
ろ
に
購
入
し
た
仿
古
堂
の
「
暖

心
」
三
号
。
紙
は
台
湾
画
仙
「
厚
口
金
龍
」、
墨
は
呉
竹
「
磨
墨
液
抱
雲
」。
図

は
五
枚
ほ
ど
書
い
た
最
後
の
一
枚
で
あ
る
。
印
は
朱
文
「
雅
弘
」、
院
生
の
と

き
に
田
邊
齊
廬
先
生
に
刻
し
て
い
た
だ
い
た
一
顆
で
あ
る
。
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不
泥
古
法
、
不
執
己
見
、
惟
在
活
而
已
矣
。


